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１．
棚卸の初期化
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１-１．棚卸の初期化

（１）前回データが消えます
棚卸を行う時に前回の棚卸データを削除します
削除すると前回の情報が消えますので、印刷やExcelに保存してから作業してください

4

（２）削除処理

棚卸の削除をクリック



5

（３）削除確認 一回目

棚卸の削除をクリック

（４）削除確認 二回目
削除の二回目
削除をクリック

（５）削除終了

削除が終了しました
OKでメニューに戻ります



２．
スマホで棚卸処理
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２－１．スマホで棚卸処理

棚卸をクリックします
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バーコードを読みます

バーコードから棚卸処理します

続けて棚卸：次の収蔵品の処理
終了 ：棚卸を終了

すでに棚卸済みでした

再読み込み：収蔵品を読み込み
終了 ：棚卸を終了



２－２．棚卸の確認

棚卸一覧をクリックします
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棚卸済を一覧で表示します



２－３．オフライン作業対応

（１）インターネットにつながらないと作業できない
スサノオブックは端末がインターネットにつながっている機器で操作します。
インターネットにつながっていないときはクラウドのデータの登録・変更ができません。

棚卸は倉庫の中など、WI-FI、4G,5Gがつながらない場合があり棚卸作業ができないことに
なります。

（２）オフライン端末
オフライン端末はデータを端末内部に持ちます。
オフライン端末のデータをサーバに登録する場合は、端末がインターネットにつながった
時に一括で登録します。

（３）端末のインストールは別途費用
オフライン端末はAPPの設定・端末へのインストールが必要になります。

オフライン端末対応の標準オプション8万円（税別）です。

（４）FileMaker Data API機能について（有料）
オフライン端末のデータアップロードとダウンロードにはData API機能を使用します。
サーバへのデータアップロードは無料ですが、ダウンロードは有料です。
無料版として1ユーザごとに月間2GB分が使用できます。5ユーザあれば月10GB年間120GBま
では無料で使用できます。
テキストデータを日に数回ダウンロード程度ではオーバーすることはありませんが、画像
データを頻繁にダウンロードする場合はオーバーすることがあります。

使用する場合は、使用量、データ量を計算して、運用を検討します。

（４）画面イメージ
下記機能を次ページ移行で紹介します。
・メニュー画面
・棚卸機能
・収蔵品機能
・設定機能
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メニュー画面
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棚卸関係のメニューです。

収蔵品関係のメニューです。

設定関係のメニューです。



棚卸機能
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棚卸関係のメニューです。

■棚卸一覧
棚卸した収蔵品の一覧の画面です。
アップ済みしたときにチェックが入
ります。
[解除]すると再アップロードします

■サーバアップロード
サーバアップロード機能です。
棚卸したデータで未アップデータを
サーバにアップロードします。



収蔵品機能
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収蔵品関係のメニューです。

■収蔵品同期
サーバの収蔵品データを端末の一括
でダウンロードします

■収蔵品一覧
サーバと同期した収蔵品を一覧表示
します。



設定機能
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設定関係のメニューです。

■棚卸用端末設定
棚卸用端末と通常端末の切り替えを
行います。

■バーコードデータ初期化
バーコードで登録した棚卸のデータ
を全て削除しました。



４．
パソコンで棚卸処理
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４－１．パソコンでバーコード処理

棚卸をクリックします
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バーコードを手入力して処理します



４－２．棚卸確認

棚卸一覧をクリックします
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棚卸済を一覧で表示します

「棚卸」でバーコードの手入力しま
す



３－３．棚卸状況確認

収蔵品一覧 棚卸状況をクリックし
ます
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全表示：全ての収蔵品を表示
棚卸有：棚卸でチェックした収蔵品
を表示します

棚卸無：棚卸していない収蔵品を表
示します

印刷ボタンをクリックし 印刷またはExcel出力し
ます


